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総
務
課
か
ら

年
末
年
始
の
役
場
業
務
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
！

◆
み
な
み
う
わ
俳
句
会

天
井
画
褪あ

せ
た
る
社
秋
日
和　
　
　
　
　
　
　

中
川
千
代
子

庭
下
駄
の
柾ま

さ

目め

く
っ
き
り
水
の
秋　
　
　
　
　

小
島　

泰
子

秋
天
を
我
が
物
顔
に
鳶と

び

の
舞
う　
　
　
　
　
　

安
岡　

紫
峰

新し
ん

牛ご

蒡ぼ
う

孫
の
連
な
る
テ
ー
ブ
ル
へ　
　
　
　
　

猪
野　

舟
水

線
路
わ
き
コ
ス
モ
ス
揺
ら
し
汽
車
通
過　
　
　

長
尾　

則
夫

コ
ン
ビ
ニ
の
弁
当
買
う
間
に
白
き
月　
　
　
　

若
林
八
重
子

青
み
か
ん
育
つ
故
郷
魂た

ま

帰
る　
　
　
　
　
　
　

田
口　

ひ
さ

橋
ま
で
と
送
っ
て
帰
る
十
六
夜　
　
　
　
　
　

浜　
　

初
栄

山
影
の
頭
上
に
迫
る
無
月
か
な　
　
　
　
　
　

宮
下　

峰
月

栗
剥む

け
ば
母
の
姿
の
あ
り
あ
り
と　
　
　
　
　

木
村　

智
子

◆
御
荘
俳
句
会

は
っ
き
り
と
見
へ
る
は
九
洲
秋
高
し　
　
　
　

尾
崎　

松
恵

秋
澄
む
や
遠
き
連れ

ん

山ざ
ん

浮
き
立
ち
ぬ　
　
　
　
　

菊
池　

靜
子

露つ
ゆ

寒ざ
む

や
小
窓
に
見
え
る
猫
の
影　
　
　
　
　
　

加
洲
勢
津
子

コ
ン
サ
ー
ト
の
余よ

韻い
ん

の
ま
ま
に
後
の
月　
　
　

山
本　

金
子

段
畑
も
屋
敷
の
内
も
柿
の
秋　
　
　
　
　
　
　

島
津　

三
甫

◆
檳
榔
子

落ら
っ
き

い
ま
す
と
ん
と
し
ま
ふ
芒

す
す
き
は
ら
原　
　
　
　
　

三
好
ミ
キ
ヱ

里
山
の
橋
の
記
念
碑
草
の
花　
　
　
　
　
　
　

山
口　
　

菫

秋
の
灯
の
一
つ
と
も
り
て
山
の
裾　
　
　
　
　

工
藤
ミ
ヱ
子

四し

ま

ん

と

万
十
川
の
秋
夕
暮
の
屋
形
船　
　
　
　
　
　

若
林
八
重
子

投
函
の
音
軽
や
か
に
今
朝
の
秋　
　
　
　
　
　

吉
田
モ
ミ
ヱ

星
空
に
五ご

指し

反そ

り
男
踊
か
な　
　
　
　
　
　
　

小
島　

泰
子

木も
く

犀せ
い

の
香
り
と
び
こ
む
朝
の
窓　
　
　
　
　
　

山
口　

和
子

朴ほ
お

落お
ち

葉ば

一
葉
の
重
み
風
に
聞
く　
　
　
　
　
　

濵
野　

康
子

鵙も
ず

鳴
く
や
赤
子
の
足
の
ギ
ブ
ス
か
な　
　
　
　

吉
田　

朝
子

◆
西
海
俳
句
会

北
斗
星
の
ほ
か
名
も
知
ら
ぬ
星
月
夜

芒
道
見
送
り
な
の
か
招
く
の
か　
　
　
　
　
　

鈴
木　

泊
舟

捨
て
難
き
古
き
ブ
ラ
ウ
ス
秋
探
し　
　
　
　
　

吉
田　

久
江

秋
高
し
ど
の
鍋
も
よ
く
磨
か
れ
て　
　
　
　
　

吉
田　

寅
恵

臥
薪
嘗
胆
新
書
も
買
わ
で
夜
の
長
し　
　
　
　

利
根
早
智
江

よ
く
遊
べ
よ
く
遊
べ
孫
金
木
犀　
　
　
　
　
　

吉
田　

朝
子

秋
晴
や
ま
ず
は
魚
を
干
し
て
か
ら　
　
　
　
　

吉
田　

弘
定

◆
御
荘
短
歌
会

初
め
て
の
ボ
ー
ナ
ス
に
孫
の
送
り
来
し
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
三
つ
の
分
け
前
貰
ひ
ぬ　
　
　

市
川
コ
マ
ヱ

痛
む
膝
さ
す
り
て
姉
は
長
生
き
も
楽
で
な
い
と
言
ひ
し
わ
か
る
身
と
な
る　
　
　
　
　

佐
藤　

久
子

ひ
き
残
り
し
畑
の
雑く

草さ

も
穂
を
出
だ
し
秋
立
つ
風
に
「
い
ぬ
こ
ろ
」
揺
れ
い
る　
　
　

斉
藤
ト
ミ
子

す
ぐ
側
の
刈
田
に
藁
焼
く
香
の
立
ち
て
友
が
手
を
振
る
煙
の
中
に　
　
　
　
　
　
　
　

宮
下
喜
久
子

朝
冷
え
の
し
じ
ま
を
一
声
つ
き
ぬ
き
て
柿
の
梢
に
も
ず
は
高
鳴
く　
　
　
　
　
　
　
　

西
﨑　

文
惠

ど
こ
か
ら
か
木
犀
匂
ふ
朝
の
庭
気
持
ち
改
め
深
呼
吸
す
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋
千
代
子

○
役
場
一
般
業
務　

本
庁（
℡
７
２
―

１
２
１
１
）、
内

海
支
所（
℡
８
５
―

０
３
１
１
）、
御
荘
支
所（
℡
７
２
―

１
１
１
１
）、
一
本
松
支
所（
℡
８
４
―

２
２
１
１
）、
西

海
支
所（
℡
８
２
―

１
１
１
１
）

　

12
月
29
日（
火
）か
ら
１
月
３
日（
日
）ま
で
休
み
。

　

戸
籍
関
係
の
届
出
の
受
付
、
埋
火
葬
許
可
証
の
発

行
は
行
い
ま
す
。

○
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー　
　
　

（
℡
８
４
―

３
７
０
０
）

○
国
保
一
本
松
病
院　
　
　
　

（
℡
８
４
―

２
２
５
５
）

○
国
保
一
本
松
病
院
附
属
内
海
診
療
所（
℡
８
５
―

０
３
４
１
）

○
御
荘
夢
創
造
館　
　
　
　
　

（
℡
７
２
―

１
１
１
６
）

○
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー　
　
　

（
℡
７
３
―

１
１
１
１
）

○
DE
・
あ
・
い
・
21　
　
　
　

（
℡
８
５
―

１
０
２
１
）

　

12
月
29
日（
火
）か
ら
１
月
３
日（
日
）ま
で
休
み

○
一
本
松
温
泉
あ
け
ぼ
の
荘　

（
℡
８
４
―

３
２
６
０
）

　

年
末
年
始
無
休

○
御
荘
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー（
℡
７
２
―

１
１
１
７
）

　

12
月
28
日（
月
）は
全
施
設
16
時
30
分
ま
で
の
営
業

　

12
月
29
日（
火
）か
ら
１
月
５
日（
火
）ま
で
休
み

○
御
荘
霊
苑　
　
　
　
　
　
　

（
℡
７
２
―

４
４
２
０
）

　

12
月
31
日（
木
）、
１
月
１
日（
金
）が
休
み

○
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー　
　
　

（
℡
７
２
―

６
９
５
５
）

　

１
月
１
日（
金
）か
ら
１
日
３
日（
日
）ま
で
収
集
は
休
み

　

新
聞
、雑
誌
、ダ
ン
ボ
ー
ル
の
持
込
み
は
、12
月
30
日（
水
）15
時
ま
で

　

粗
大
ご
み
の
持
込
み
は
、12
月
28
日（
月
）12
時
ま
で
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※上記情報は、広報紙掲載に対して、
ご家族等に同意をいただいております。

心配ごと相談室

詳しくは、社会福祉協議会本所（℡70－1251）に問い合わせください。

　無料で弁護士と民生児童委
員が相談をお受けします。（1回
の相談人数は8人までで事前に予約が
必要。定員に達した場合は受付を終了）
１月１２日（火）14時～16時
　御荘老人福祉センター

福祉法律相談室
　無料で民生児童委員２名が
日常生活でかかえる心配ごと
の相談をお受けします。
  １２月１２日（土）・２４日（木）
　14時～16時
　御荘老人福祉センター

（10月受付分）

（10月受付分）
ご冥福をお祈りします

お誕生おめでとう
「
平
成
21
年
度
愛
南
町
成
人
式
」

開
催
の
お
知
ら
せ
！

生
涯
学
習
課
か
ら

地区名 子の名 保護者

地区名 亡くなった方 享年

日
時　

平
成
22
年
１
月
３
日（
日
）

受
付　

13
時
〜　

式
典　

14
時
〜

場
所　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

対
象
者　

平
成
元
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
２
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
方

そ
の
他　

対
象
者
に
は
、
別
途
出
欠
に
つ
い
て
ご
案
内
し

ま
す
が
、
12
月

４
日（
金
）ま
で

に
通
知
書
が

届
か
な
い
場
合

は
、
生
涯
学
習

課
（
℡
７
３
―

１
１
１
１
）
ま

で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

県立南宇和病院の「さわやか」医療情報

　県立南宇和病院　眼科 

末 　久
く

美
み

子
こ

　先生

　９月に着任いたしました眼科の
末廣です。８月まで県立中央病院
に勤務させて頂いておりました。
当科では眼科全般の外来診察と、
手術は主に白内障手術を行っております。
「年だから見えにくいのは当然」と考える方も多くおら
れますが、原因によっては治療すると視力が上がる可能
性があります。
　そのためには「見えにくくなった」原因を見つけるた
め、まずは眼科に足を運んでみてください。原因と治療
方法について説明させて頂きます。
　また、当院では治療困難である症例（硝子体出血、網
膜はく離など）に関しては、近隣の医療機関に紹介する
など連携し、より良い医療を提供していきたいと思います。
温厚な地元の方々とのふれあいを大切に、診療していき
たいと思います。
　これからもよろしくお願いします。


